
2023年度 四大学対抗 学生法律討論会 問題 

【事案】 IT 企業の創業者Ａは、フランスの近代絵画の収集を趣味としており、収集した絵画のうち、

特に 19 世紀フランスの画家モネの作品である油絵１点（甲）を自邸に飾って愛好していた。2023 年 1

月、経営危機に陥ったＡの会社が、金融機関への融資返済を滞らせた。Ａは金融機関に対する自社の融

資返済を連帯保証していたため、最悪の場合、金融機関がＡに連帯保証の履行を請求し、そうなればＡ

の収集した絵画の差押えは不可避と思われた。そこでＡは、知り合いの絵画収集家Ｂに相談の上、Ｂと

の間で甲をＢに売り渡す旨の契約を締結したかのように装い、甲をＢに引き渡した。その際、Ｂが甲を

点検したところ、甲に若干のカビの発生を認めた。温湿度管理の調った環境での絵画の保管は、カビそ

の他の原因による絵画の損傷劣化の予防に必要不可欠であった。しかし、Ｂは、そのような設備を所有

していなかったので、Ａの了承を得て、Ｂの弟Ｃが所有する美術品専用保管庫（以下「保管庫」という。）

で甲を保管することにし、Ｃとの間で甲の保管をＣに委託する旨の契約を締結し、甲をＣに引き渡した。 

2023年 5月、甲がＣの保管庫で保管され始めた直後、Ｂは、公益財団法人Ｄ美術館より、Ｄ主催の美

術展への甲の出展を依頼された。Ｂは、Ａの了承を得て、Ｄからの出展依頼を承諾した。甲は、Ｄの他

の収蔵品と共に会場に展示された。その際、展示スペースの甲の作品解説には「Ｂ氏所蔵」と表記され

た。その美術展で偶然甲を目にした絵画収集家Ｅが甲を気に入り、Ｂに甲の売却を打診した。絵画購入

の資金繰りに困っていたＢは、Ａに無断で、Ｅとの間で自己の所有物として甲をＥに売り渡す旨の契約

を締結し、Ｅから代金の支払いを受けた。Ｅは、自己の収蔵庫が改修工事中であったため、直ちに甲を

引き取れなかった。そこでＢとＥは、ＢからＥへの甲の占有移転の合意をした上で、ＢがＥへの甲の転

売の件をＣに連絡し、以後Ｅの指示があるまで保管庫で甲をＥのために保管することをＣに指示した。 

 2023年 6月、Ａの会社は何とか経営危機を脱したが、株価下落の影響によりＡの資産状況は著しく悪

化した。Ａは、自己の資産状況を改善するため、断腸の思いで甲を処分することにし、知り合いの絵画

収集家Ｆに甲の購入を打診した。数年前にＡの邸宅で甲を偶然目にし、それ以来甲に惹かれていたＦは、

喜んでＡとの間で甲をＡから買い受ける旨の契約を締結し、Ａに代金を支払った。Ｆは直ちに甲を引き

取りたかったが、Ａが、甲に若干のカビが発生しており、温湿度管理の調ったＣの保管庫で甲を保管す

る必要があるとＦに説明した。そこでＡとＦは、ＡからＦへの甲の占有移転の合意をした上で、ＡがＦ

への甲の転売の件をＣに連絡し、以後Ｆの指示があるまで保管庫で甲をＦのために保管することをＣに

指示した。Ｃとしては、甲はＢの所有に属するとばかり思っていたのでＡの指示に内心困惑したが、も

し甲の帰属をめぐってＡＢ間にトラブルが生じているのなら、当事者のＡとＢが直接話し合って解決す

るのが筋だと思い、Ａの指示に公然と異論を唱えず、Ｅへの甲の売却の件をＡに告げなかった。 

 2023年 8月、自らの証券投資の損失補填のため資金調達の必要に迫られたＣは、Ａ、Ｂに無断で、Ｄ

主催の美術展で甲を目にしていた絵画収集家Ｇとの間で、甲について偽造した取引文書を示しつつ、甲

をＢから買い受けたと説明した上で、自己の所有物として甲をＧに売り渡す旨の契約を締結し、Ｇから

代金の支払いを受けた。Ｇは直ちに甲を引き取りたかったが、甲に若干のカビが発生しており、温湿度

管理の調ったＣの保管庫で甲を保管する必要があるとＣから聞かされた。そこでＣとＧは、ＣからＧへ

の甲の占有移転の合意をした上で、ＣがＧに対して、以後保管庫で甲をＧのために保管すると表明した。 

 2023年 9月のある日、Ｇは、ごく少数の親しい友人を自宅に招待し、内々に甲のお披露目パーティー

を開催した。その際、甲は保管庫から持ち出され、Ｇの自宅でパーティー中の数時間だけ展示された。

甲は、お披露目パーティーが無事終了すると同時に、損傷劣化を防ぐため、再び保管庫に戻された。 

 2023 年 12 月、ＢとＣは、海外出張中に爆弾テロ事件に巻き込まれ死亡した。その後の調査の結果、

甲をめぐりＥ、Ｆ、Ｇの所有権取得の主張が競合していることが判明した。甲は現在、Ｃの保管庫内に

保管されている。 

【設問】 甲の帰属をめぐり今後、Ｅ、Ｆ、Ｇ間に紛争が生じた場合、民法上、甲について自己の所有

権取得の主張が認められるのは誰か。         出題者：小松 昭人（神戸学院大学法学部） 


